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学位論文内容の要旨

Although inland water fishery reserve has a long history of management in Indonesia,it

lacks scientific information for its development. Since existlinginland fishery reserves of

Indonesia are mostly located in floodplain system of major rivers, limnological studies were

performed in two contrasting floodpLain lake ecosystems in Kalimantan.  Co-management is

an arrangement to sh8ue responsibility for resource management between the government

and user group and is different from communitybased resource management because

government is involved in decision making. The present study also synthesized the

experiences rn implementation of co-management in resolution of conflicts in waters of

Centraljava, West Sumatra and Central Sumatra.

The water level changes in floodplain lakes were 5-6 m during the observation

periods and the intensity and frequency differed with diffening size of drainage basin.In the

highly humic Lake Takapan physico-chemicalparameters such as pH, dissolved oxygen

concentration, water temperature ch      ged with water level change whereas no si        'cant '

change was observed in humic but silty Lake Loa Kang floodplain. The differences were

mainly due to the connectivity and geomorphology of floodplain systems. Nitrogen and
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phosphorus concentrations changed with water level change in both lake systems but

differently. Concentrations of_suspended solids and humic acid were identified as key

parameters that were correlated with nitrogen and phosphorus concentrations.

In the study of co-management of jambi fishery reserve in Java and Lake

Marrinjau and Lake Rawa Peningin Sumatra,limnological survey, interviews with locd

organizations and publication rewew were performed. Two lakes are also used for

hydropower generation. As for Lake Maninjau, a training course was opened on the

adaptive co-management for conflict resolution among stakeholders and :in development of

 scientific and technical foundation for introduction of fishery reserve system. It was also

aimed to share the limnologicalinformation with local resource users.

From the present study, monitoring of water level and some water qudity

parameters were proved to be effective for the assessment of habitat qudity. Monitoring of

water level, especially for the relative water levelin the nearest river provides mformation

on the connectivity of water systems and water quality. Although unfamiliar at moment, the

co-management system is beneficial for resolving problems and development ofinland

ns上leme8．
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    学位論文題名
    PROTECTION AND CO―MANAGEMENT OF
INLAND FISHERY RESOURCE OF KALIMANTAN，
    JAVA AND survIATRA，INDONESIA

    （インドネシアカリマンタン，ジャワおよび

スマトラにおける内水面漁業資源の保護と共同管理）

  インドネシアにおける内水面漁業の歴史は古いがその開発のための科学的知見は乏しかった。

インドネシアの漁業保護区はその多くが河川氾濫原に設定されている。本研究では中部カリマン

タンおよび西カリマンタンのニっの対照的な氾濫原において陸水学的な研究を行った。共同管理

は共同体が行う資源管理とは異なり、資源管理責任を行政と利用者が分担しあうための調整であ

り、行政が意志決定に関わっている。本研究では中部ジャワ、西スマトラおよぴ中部スマトラの

水域における紛争解決のための共同管理実施の経験を整理した。

  中部カリマンタンのタカパン湖は集水域の泥炭湿地から流入する腐植物質に富み、ブラックウ

オーターと呼ばれる黒褐色の水色を呈する一方、西カリマンタンマハカム川中流域のロアカン氾

濫原は河川由来のシルト質に富みホワイトウォーターと呼ばれる白濁色を呈する。両水域とも乾

季と雨季の違いで水位変動が見られるが、その大きさと周期は集水域の面積により異なっていた。

タカパン湖では水位は1年以上の大きな周期に短い周期の変動パターンが組み合わさり、6． 2mの

水位変動を示していたが、ロアカン氾濫原では変動幅4． 9mの、ほば1年周期の単調な水位変動を

示した。ロアカン氾濫原の集水域面積はタカパン湖の5倍に及び、これが水位変動を緩和したと

考えられたふロアカン氾濫原ではさらに人工的な水路も含めて水域間の連結度が高く、空間的な′

水質変動も緩和していた。ロアカン氾濫原においても水深の浅い河川後背水域は低水位期には孤

立する。また船が頻繁に往来する小水路では撹拌による懸濁物質量の増加と溶存酸素濃度の増加

が見られるなどの特色も見られた。タカパン湖ではpH、溶存酸素や水温は水位変動に伴い変動
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し たが、ロアカン氾濫原においてはこれらのパラメータは水位変動とは有意な相関を示さなかっ

た 。しかしりンや窒素の栄養塩濃度については、両水域とも高水位期と低水位期の問に有意な差

が 見られた。両水域にはホワイトウォーターに特有の種とブラックウォーターに特有の種、及ぴ

´両水域に共通する種が多く生息し、タカパン湖からは62種の、ロアカン氾濫原からは33種の魚種

が 記録された。そのうち大気中から直接酸素を取り込むことのできる種類はそれぞれの水域に10

数 種生息し、これらの多くはブラックウォーターに特有の種でもあった。懸濁物質濃度と腐植酸

濃 度はそれぞれホワイトウォーターとブラックウォーターに関連する水質項目であるが、リンや

窒 素の栄養塩項目との関連も高いことから、漁業保護区の水質の指標として有用であることが示

された。

  中 部ジャワのラワペニン湖は小さな天然湖沼であるが、20世紀前半に電力開発と潅漑のために

ダ ムが建設された。その後富栄養化が進み、漁獲圧も高くまた不適切な漁法で漁獲量が激減し、

20世 紀末までには様々な軋轢を生じるようになった。西スマトラのマニンジャウ湖は比較的大き

な 湖であるが1983年から電源開発用に取水され、放流口が流出河川とは異なることから生態系に

変 化を生じさせた。その後養殖漁業が行われ、餌の過剰供給によるりンの増加と富栄養化が進行

し 電力会社と住民、漁業関係者の間に軋轢が生じるようになった。マニンジャウ湖では申請者が

中 心とぬり、利害関係者が陸水学的知見を共有するためのトレーニングコースを開講し、紛争解

決 に当たった。このコースは地域で漁業資源を利用する者が科学的情報を共有することも目指し

て いた。スマトラのジャンビではすでに慣習上の漁業管理組織が存在していたが、新たに河川に

漁 業保護区を設定することとなった。既存の漁業管理組織、漁業行政担当者、それに陸水研究者

が 加わることで、情報公開をはかり時間をかけて漁業保護区の設定を検討した。いずれの水域で

も密・漁や不適切な漁業が問題になっており、この点を解決する意味でも行政担当者が加わる必要

が ある。また金銭的な補助だけでは事業は適切に行えなぃことも明らかにされた。陸水学者は科

学 的知見の共有と利害関係者の調停役として重要な役割をはたす。陸水学者の参加で科学的・技

術的知見に基づぃた漁業保護区の設定が可能になり、順応型共同管理が可能になることが3つの水

域での経験から示された。

  本 研究から、熱帯インドネシアにおける漁業保護区の設定に必要な基礎情報及び観測項目とし

て 、水域の連結性と水位やいくっかの水質項目などが示された。特に熱帯インドネシアの氾濫源

水 域における長期観測に基づぃた研究は非常に貴重な知見をもたらした。インドネシアにおける

内 水面水産資源の共同管理はまだ発展途上ではあるが、申請者の取り組みにより紛争解決と水産

資源管理における有用性が確認された。今後の発展が期待される。

  審査委員一同は，これらの成果を高く評価し，また誠実かつ熱いな研究者であること、論博事業における

硼讃などもあわせ，申言青者カミ博士（地嚠砺講轟半淘の学位を受けるのに充分を資格を有するものと判定した。
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